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ダルマとは何を意味するのでしょう？ダルマの本質は何でしょう？普通の人はダルマを守

っていれば幸福な人生を送り、生存していくことができるのでしょうか？生きていくうち

に、人の心はひとりでにこのような疑問に混乱させられてしまいます。これらの疑問を解く

必要があります。しかもそれは急を要しています。（「生きる道」より） 

 

１．ダルマとはどのような意味であると理解していますか？ 

 

２．なぜダルマを守ることが重要なのですか？ 

 

人が平安の内に生き、世界が平安を謳歌するためには、人は自分自身をダルマ（正しい行い、

法、正義、本分、規範、保つという意のダルを語源とする）に捧げ、常にダルマを実践して

いなければなりません。ダルマに従って生きる以外に真の平安に至る道はなく、神の恩寵を

得る方法もありません。ダルマは人類の幸福の基盤です。それはいついかなるときも変化す

ることのない真理です。ダルマが人々の生き方に変革をもたらすことができなければ、世界

は苦悶と恐怖にさいなまれ、革命の嵐に苦しめられてしまいます。燦然と輝くダルマの光が

人と人との結びつきに光明を投ずることがないならば、人類は悲しみの闇に覆われてしま

います。（「生きる道」より） 

 

もちろん、一つとして欠点のないダルマの容貌が見分けのつかないほど傷つけられて以来、

⾧い⾧い年月が経っています。美しい草原や木立は、放置されれば、やがて見る影もない灌

木の林やいばらの生い茂った密林へと変わってしまいます。みごとな木々は貪欲な人間た

ちに切り倒され、土地の風景は変り果てます。時の経過とともに人はこの新しい状態に慣れ、

変容と衰退に気づかなくなります。ダルマに関しても同じことが起こっています。（「生きる

道」より） 

 

３．現代では、なぜダルマの実践は衰退したのでしょうか？ 

 

４．どのようにしてダルマの実践は私たちを助けますか？ 

 

５．現代社会ではダルマを守る際にどのような障害がありますか？ 

 

６．上記の障害に対してどのように対処するべきでしょうか？ 

 

７．どのようにして地上にダルマを取り戻すことができるでしょうか？ 



 

では、いったい誰が現在の無分別を取り除くことができるのでしょう？人は肉欲、怒り、貪

欲、錯覚、高慢、憎悪の力により人に惨禍をもたらすアリシャドヴァルガという六重の獣性

を滅ぼす必要があります。そうして初めてダルマは復活するのです。（「生きる道」より） 

 

 

利己主義を制圧し、自己中心的な欲望を征服し、獣のような感情と衝動をなくし、肉体が自

己であるとみなす生来の傾向を放棄する人は、誰であろうと確実にダルマの道を歩いてい

ます。その人はダルマの目的地がどこにあるかを知っているのです。それは波が海に同化す

ること、すなわち個我が神我に溶け込むことです。（「生きる道」より） 
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